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3341. 何気ない一日の二つの美 

時刻は午後の五時を過ぎ、今太陽が地平線に沈んでいく最後の瞬間を眺めている。数十分前から

今のこの瞬間まで、夕日が空を照らし、そこには息を呑むような美しさを持つ空が広がっていた。空

に散りばめられた雲が赤紫に輝く様は、本当に圧巻の美しさであった。その光景は、今日を生きる

ことができたことの至福さを強く実感させてくれた。 

今日は早朝から昼食まで読書をしていたが、途中で活字空間に居続けることの限界を感じたため、

午後からはゆったりとした時間を過ごした。具体的には、散歩を兼ねて街の中心部に買い物に出か

けた。 

ここ最近は外出するのはスーパーぐらいになり、スーパーにはラフな格好で十分なのだが、しばらく

新しい衣服を購入していないことに少し前から気づいていた。それに気づいて以来、タイミングを見

て、ジャケットとパンツを新しく一着ずつ購入しようと思っていたため、今日はそれらを購入しに街の

中心部に出かけた。 

昨年の夏に北欧を訪れる前に立ち寄った店に行き、ジャケットとパンツを購入しようとしたところ、一

番小さいサイズでも私には大きく、結局何も購入しなかった。昨年の夏に購入した時には、一番小

さいサイズのシャツであれば何とか着ることができたのだが、ジャケットだとどうしても不恰好になっ

てしまうため、残念ながら今日は何も購入せずに店を後にした。 

衣服に関しては、次回日本に一時帰国した際に購入しようと思う。その後、BRITAの交換カートリッ

ジを購入しに雑貨店に訪れたのだが、その店が新装工事の最中であり、そこでも目当ての品を購

入することができなかった。結局何も購入することがないままに、私は散歩を楽しみながら自宅に戻

ることにした。今日は天気が良く、自分の心も普段以上に穏やかであったためか、散歩の最中に目

に入ってくるものがいつもと異なるように思えた。 

これまで気づかなかったような事物がどんどんと目に飛び込んでくる不思議な現象を体験していた。

フローニンゲンの街がどこか新鮮なものとして自分の目に映っていたのである。自宅の近くまでやっ

てくると、その道は普段近所のスーパーに行く際に必ず通っているのだが、その道に植えられてい
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る紅葉した街路樹があまりにも美しく、私はしばらくその場に佇んで、穏やかな風に揺れる紅葉を眺

めていた。つい先ほど見た、夕日に輝く赤紫の空と同じぐらいの美しさがその紅葉にはあった。 

今日の残りの時間もゆっくりと過ごそうと思う。作曲実践を行い、何人かの作曲家の楽譜を眺めたい

と思う。 

これまで通り、自分のペースで日々作曲実践を行っていく。詰将棋を一万個解くような感覚で、過

去の偉大な作曲家が作った曲を参考にしてまずは一万曲作る。その時、作曲に関する何かしらの

感覚が開かれるだろう。 

ゆっくりと、それでいて着実に自分の中に作曲感覚を蓄積していく。それを行う上において、過去

の偉大な作曲家が残した作品ほど参考になるものはない。今日のような平穏な心を持って、毎日ゆっ

くりと着実に進んで行く。フローニンゲン：2018/10/31（水）17:34 

No.1370: The Radiant End of a Day 

Listening to the sound of rainfall, I’m meditating upon the radiant end of today. Groningen, 

19:54, Thursday, 11/1/2018 

3342. キャンプ場に現れた高級車  

今朝は六時半に起床し、七時から一日の活動を開始した。昨夜の就寝はいつもの通り十時であっ

たから、十分な睡眠を取ったことになる。一日の活動に向けて、今の心身の状態は極めて良好であ

る。昨日は、午後からは一切読書をせず、ゆったりとした時間を過ごしていた。散歩に出かけたり、

作曲をしたりと、思い思いに時間を過ごしていた。 

基本的に、日々の生活は自分がその瞬間に取り組みたいと望むことで構成されている。そうした形

で時間を過ごしていると、あっという間に時間が経っていく。気がつけば夜になっていたという感覚

は、実は正常な生き方をしていることの表れではないかと思う。今現在、まだ夜明けがやってきてい

ないが、今日も充実した一日となることを予感する。 
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昨日の夕方に見ていた息を呑むほどに美しい空を再び思い出す。昨日はとても至福な一日であり、

今日もそうした至福感を感じながら一日を過ごしていく。探究活動と創造活動に従事している最中

は、絶えずそうした至福さに包まれているだろう。今日は、以前街の古書店で購入した“The 

Timeliness of George Herbert Mead (2016)”を読み、その後に“The Aesthetic 

Development: The Poetic Spirit of Psychoanalysis (2010)”を読み進めていく。 

今日は早朝から、再び旺盛な読書を行いたいという衝動が芽生えている。昨日半日ほど書物から

離れることによって、活字世界に参入していくエネルギーが補填されたようだ。昨日の午後のように、

可能であれば一週間に一度、半日ぐらいは書物から離れることがあっていいように思う。それを実

行に移すことは今の私には難しいかもしれないが、あえて書物から離れる時間を多めに取ることを

今後は考えていく必要がある。 

早朝の活動に入る前に、ふと今朝方の夢について思い出していた。夢の中で私は、日本のどこか

の県の山の中にあるキャンプ場にいた。そこにはいくつかのロッジがあり、その一つに宿泊をしてい

た。友人とそこに宿泊していたわけではなく、見知らぬ何人かの男女と共にそのロッジに滞在して

いるようだった。夕食後の時間がやってくると、私たちは食堂に移動した。 

食堂に入ってみると、そこに両親がいることに気づいた。私は二人に話しかけ、偶然の遭遇にお互

い驚いた。それ以上に驚いたのは、父がイタリアの高級車を購入し、それに乗ってこのロッジにやっ

てきたことだった。厳密には、ディーラーにこのロッジまで新車を届けてもらい、ちょうどつい先ほど

車が駐車場に到着したとのことだった。その車のメーカーは誰もが知る会社であり、この山奥のキャ

ンプ場において、駐車場に止められたそのイタリア車は異彩を放っていた。 

この機会に、私はその車に乗せてもらうことにし、中の様子を肌で確認した。すると突然雨が降り出

し、車のワイパーが動き出した。ワイパーの形も動きもいくつか種類があるらしく、雨の性質によって

それらが変幻自在に変わるようだった。駐車場に止まったままの車の中でしばらく過ごした後、再び

食堂に向かい、夕食を摂ることにした。 

食堂にはいい香りが漂っており、豊富な食材が食堂に並んでいた。どうやらご飯に関しては、食べ

残しができるだけ出ないように、事前にロッジごとにご飯の量を注文しておく仕組みになっているよ
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うだった。同じロッジに宿泊している人たちがゆっくりと食堂に入ってきたところで夢の場面が変わっ

た。今朝はそのような夢を見ていた。 

夢の中で出てきたイタリアの高級車の姿がまだ脳裏に焼き付いている。山奥のキャンプ場には不釣

り合いな車が突然駐車場に現れたことの意味は何かを考えている。その環境にそぐわない存在。

それは物だけではなく、人においても当てはまることなのではないかと思う。物や人はやはりふさわ

しい環境の中に存在しておく必要があるのかもしれない。フローニンゲン：2018/11/1（木）07:27 

No.1371: A Way to the Moon 

It stopped raining, and the outside world became calm again. The calmness looks like a way to the 

moon. Groningen, 20:28, Thursday, 11/1/2018 

3343. オーケストレーションに関する夢  

時刻は午前十時半を迎えつつある。早朝より清々しい空が広がっている。確かに少しばかり薄い雲

が空を覆っているが、そのおかげか、太陽の光が優しく地上に降り注いでいる。天気予報によれば、

昼過ぎまでは今のような天気が続き、夕方近くから雨が降り出すようだ。今の天気からは全く想像で

きないのだが、午後から雨雲が発生するらしい。 

昨日の午後は、街の中心部に買い物に出かけ、一時間ほど散歩を楽しんだ。一時間ほどの散歩

はとても良い気分転換になり、それが今日の午前中の取り組みに反映されているかのようだ。身体

を整えることによって、日々の活動の充実感がより増していくのを感じる。今日はせっかく午後まで

晴れるのだから、昼食前に近所のノーダープラントソン公園へランニングに出かけようと思う。 

気がつけば、今日から11月に入った。11月を迎え、秋がよりいっそう深まることになるだろう。それと

合わせて、自分自身の存在及びライフワークも深まりを見せていくことを期待する。 

早朝にバッハに範を求めて作曲をした時、今朝方見ていた夢の続きを思い出した。キャンプ場のロッ

ジに宿泊する夢の後、私は自分の作ったピアノ曲がオーケストレーションされるという夢を見た。誰

がオーケストレーションをしてくれたのかわからないが、自分が作ったピアノ曲が交響曲に変貌する
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ことに驚きと共に幾分感動した。しかも、その曲をある交響楽団が演奏してくれることになり、喜びも

ひとしおだった。 

演奏会が行われたのはコンサートホールの中ではなく、屋外だった。演奏の開始前に、私は交響

楽団の演奏者の方たちに挨拶をした。その中で一人の方が、私の作った曲は非常にシンプルだが、

何かが伝わって来る曲だと述べてくれた。日々、その瞬間に生起する感覚を曲の形にしているだけ

なのだが、それがオーケストレーションされ、さらには演奏会で演奏される光景を目の当たりにして、

作曲行為の持つ社会性を実感した。 

今朝方はそのような夢を見ていたことを先ほどふと思い出した。現実世界において、私の曲が演奏

会で演奏されることなどないであろうが、自分の作ったピアノ曲がオーケストレーションされることに

よって交響曲に変貌を遂げ得ることは興味深かった。 

以前に、オーケストレーションの技術についても学んでいこうと思っていたが、それは交響曲を作る

ためでは決してなく、ピアノ曲の作曲に何か活かせることがあると思ったからである。今後しかるべき

時期が来たら、オーケストレーションの技術に関する書籍を購入し、独学を進めていこうと思う。 

昨日の午後は、活字世界から離れ、ゆったりとした時間を過ごしたおかげか、午前中の読書がとて

もはかどった。“The Timeliness of George Herbert Mead (2016)”の初読を終え、改めてミードの理

論のいくつかの観点には注目に値するものが含まれていると思った。それは発達理論の観点や自

己と世界の関係性に関する観点などである。今日はこれからランニングに出かけるまでの時間を使っ

て、“The Aesthetic Development: THe Poetic Spirit of Psychoanalysis (2010)”の初読を始める。本

書はおそらく夕方までに全体を読み終えることができるだろう。フローニンゲン：2018/11/1（木）

10:35 

No.1372: Autumn Celebration 

It stopped drizzling a couple of hours ago. Gentle sunlight is embracing Groningen now. I can 

hear a song for celebration. Groningen, 08:43, Friday, 11/2/2018 

© YOHEI KATO 2018 !7



3344. 雨降る夜に 

時刻は午後の六時を迎え、天気予報の通り、少し前から雨が降り始めた。今はしたたる雨の音を聞

きながら、窓の外に広がる暗い世界をぼんやりと眺めている。 

雨が降る前に、今日はランニングに出かけて正解だったと改めて思う。昼食前に行ったランニング

のおかげで、随分と心身がリフレッシュされ、午後からの活動も高い集中力を持って取り組むことが

できた。身体の調子を整えることによって、この季節に固有の幾何学模様が内側で知覚されやすく

なったように感じる。身体、とりわけ脳は外部世界の見えない諸々の情報を捕まえる器官であり、幾

何学模様が内側に現れたのは、脳のそうした性質のためだろう。 

午後はそうした幾何学模様を曲として表現しておいた。今日はこれから夕食までの時間を使って、

過去の日記の編集を行っていく。数週間前までは随分と未編集の記事が多かったが、ここ最近は

一日に編集する記事の数を増やしていたこともあり、あと数日ほどで未編集の記事がほとんどなく

なる。これからは未編集の記事が溜まらない仕組みを作り、それに従って毎日の編集を行ってい

く。  

夕食を食べ終えたら、本日三度目の作曲実践を行う。その際にはハイドンに範を求めようと思う。バッ

ハと同様に、ハイドンに関してもほぼ毎日小さな作品に範を求めて曲を作っている。 

夕食後に参考にする変奏曲はとても短いが、その曲で表現されている核に当たるものは何なのか

を把握していきたい。また、そうした核を表現するためのハイドン固有の作曲語法がいかなるものか

についても新しい発見を得たいと思う。 

今日はすでに三冊ほど書籍を読んだため、夜はもう学術書を読むことをしない。学術書の代わりに、

ハーモニーに関する書籍を読もうと思うが、それは読むというよりも、その書籍に掲載されている楽

譜を眺め、音楽記号の解析を行うようなことをしようと思う。あるいは、十分な時間があれば、四曲目

を作ってもいいかもしれない。その時には連続してハイドンに範を求めるようにする。そうすれば、

明日は一旦ハイドンから離れ、モーツァルトに範を求めてもいいかもしれない。 
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雨脚が少しずつ強くなっているように感じる。雨が窓ガラスにぶつかる音が聞こえ、道路を走る車が

水しぶきを上げている音が聞こえて来る。 

今日から11月を迎え、日が暮れる時間が随分と早くなった。六時を迎えた今はもう真っ暗である。

今日がまたゆっくりと終わりに向かっていく。一日が終わりに向かっていくというのは、もしかすると、

再び新たな心で明日を始めることに向かっていると言い換えてもいいかもしれない。それはまた、童

心に帰り、新たな自己で明日を始めることに向かっていると表現してもいいだろう。今日の充実感は

明日に引き継がれ、明日の充実感は一段深いものになっていくことを予感する。充実感も自己と同

様に、質的差異を蓄積させていき、日々深まっていくもののようだ。フローニンゲン：2018/11/1（木）

18:10 

No.1373: An Existential Vortex 

The sun continues to appear and hide behind a cloud. I’ll start to read “Phenomenology & 

Existentialism: An Introduction (1984).” Groningen, 15:39, Friday, 11/2/2018 

3345. 小雨降る朝に 

今朝は六時を少し過ぎた頃に起床した。起床してみてすぐに、小雨が降っていることに気づいた。 

昨夜も雨音を聞きながら一日を終えようとしていたことを思い出す。今日は一日の最初に雨音を聞

くことによって始まった。これから一日の活動をゆっくりと始めていこうと思う。 

11月に入って随分と気温が下がり始めているのだが、起床直後に行ったヨガのおかげか、身体がと

ても温まっているように感じる。そのため、空気の入れ替えも兼ねて、書斎の窓を開けた。すると、遠

くの方から小鳥の鳴き声が聞こえてきた。その鳴き声は、雨音にかき消されることなく、むしろ雨音と

まるでハーモニーを生み出しているかのように、不思議な響きとなって私の元に届けられた。 

時刻は午前七時に近づきつつある。これから少しずつ明るくなっていくだろう。早朝のこの時間帯

は小雨が降っているようだが、午前中にはそれも止むとのことである。 
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今日もいつもと同じように、探究活動と創造活動に旺盛に励んでいく。具体的には、今日は少なくと

も、“Philosophy and Education: An Introduction (1962)” と“The Necessity of Errors (2011)”の二

冊を読みたいと思う。これらはどれも、先月に街の古書店Isisで購入したものだ。前者は教育哲学に

関するものであり、後者は「誤り（誤謬）」に関して哲学的な考察をしているものである。前者に関し

ては、価値と教育、「教育実践」という考えについての章を丹念に読み進めていこうと思う。一方で、

後者に関しては、芸術と誤謬についての章を丹念に読み進めていく。いつも行っているように、両

者の書籍についてはまずは目次を精査したいと思う。読書に関しては、今日はこれらの二冊を読む

ことに留めたいと思う。 

二つの書籍を読み終えた後に三冊の目の書籍に手を出すのではなく、仮に時間が残っていたら、

楽譜を眺めたり、作曲理論に関する書籍を眺めたりするようにする。活字という記号と音楽的な記

号をうまく往復するようにし、自分の認識世界がどちらかに過度に傾きすぎないようにする。特に今

日は、昨夜鑑賞的に眺めようと思っていた楽譜をもう一度手に取り、それをゆっくりと眺める時間を

設けたい。 

作曲実践については、昨日は四曲ほど作っていたが、今日も誰のどのような作品を参考にするか

によって、四曲ないしは三曲ほど作っていこうと思う。早朝の実践として、これからまずはバッハの四

声のコラールに範を求める。一連のコラールに範を求めることは、どこか詰将棋を解いていく感覚

に近い。そもそも詰将棋の問題の作成者はある明確な意図を持って問題を作成しており、問題を

解く際はその意図を把握することが重要なように、バッハが一つ一つの作品に込めた意図が何な

のかを探索していくことが重要になる。 

そうした探索を行うためには、認知的な観点と感覚的な観点の双方が必要であり、そのどちらもさら

に養っていく必要性を感じる。これから参考にする曲に対して、まずはリズムとメロディーラインを確

認していくことから始める。実践を通じて、少しずつ作曲に関する認知的・感覚的な観点を獲得して

いこうと思う。フローニンゲン：2018/11/2（金）07:20 

No.1374: Yellow-Green Tender Time 

Today is now approaching the end. The present time feels like tender and looks like yellow-green. 

Groningen, 20:51, Friday, 11/2/2018 
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3346. 今朝方の夢 

昨夜は就寝前に、今後の学術探究の方向性と生活地について考えていた。ここのところ、このテー

マについて自然と考えを巡らせていることが多い。学術探究の方向性については、そもそも自分は

どのような形でそれを行っていきたいと思っているのかを改めて考えていた。大学に雇われ、大学

に所属することを望まない私は、いかように今後の探究を行っていくのが望ましいのかについて考

えていた。 

大学に所属することを好まないと思わせる要因はだいたい明確になっており、それらの要因を解消

することができれば、学術機関に所属して探究を続けるのも悪くはないと思っている。ただし、一般

的な発想ではそれらの要因を解消することはできないだろうし、そうした発想を許容する大学がこの

世界にほとんど存在していないことを知っている。 

仮に来年に再び学術機関に所属することになったら、今後学術機関に所属するのか否かの最後

の判断をそこで行いたいと思う。当然ながら、来年は新たに学びたいと思うことを探究していくのだ

が、それと並行して、今後の学術機関との付き合い方についても最終的な判断を下すようにしたい。

今の自分の中で躊躇があるとすれば、それはその点に集約される。 

起床して一時間ほど経ったが、今朝方の夢を少しばかり思い出すことができた。夢の中で私は、厳

かな雰囲気を持つ大学キャンパスの中にいて、幾人かの見知らぬ教授たちと話をしていた。彼らは

一様に引退間近の教授であった。彼らの話を通じて、教授としてのキャリアの変遷ごとに、あてがわ

れる部屋が随分と変わったということを聞いた。 

最初は他の学者と共同で一つの部屋を使っていた教授や、殺風景な部屋の中に机だけが置かれ

ていた経験をしたことのある教授など、各人様々なエピソードを教えてくれた。しばらく教授たちと会

話を楽しんだ後、私はその場を後にした。 

私が次に向かったのは、街の中に佇む一つのビルであった。そのビルは現代的な作りをしており、

内装はとても綺麗だった。私はそのビルの最上階にあるオフィスを借りており、時々その場所を使っ

ている。ただし、そこは共有のオフィスであり、いつも大抵見知らぬ人がそこにいる。 
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オフィスのある部屋は広く、そして開放的な窓が四方にあり、外の景色を眺めながら仕事に取り組

むことができる。オフィスに到着すると、前職で一緒に働いていた女性がその場にいた。その方と挨

拶をした後、仕事に取り掛かる前に、私は最上階にあるサウナに入ろうと思った。最上階にはサウ

ナのある部屋とシャワーを浴びることのできる部屋がある。 

私はサウナに入る前に、シャワー室に入り、シャワーを浴び始めると、誰かがシャワー室に入ってき

たのを感じた。私はシャワーの湯量を減らし、どのような人物が入ってきたのかを音で確認しようと

思った。今朝方の夢に関して覚えているのはそこまでである。 

時刻は七時半を迎えると、辺りは明るくなり、今は清々しい空が見える。早朝の小雨が思っていたよ

りも早く止み、風も全く吹いておらず、静かさに溢れる世界が広がっている。そうした世界に包まれ

る形で、今日の活動をこれから本格的に開始したい。フローニンゲン：2018/11/2（金）07:43 

No.1375: Out of a Box 

Now it’s approaching 7:30AM. A glow in the morning sky looks like a Monet’s work. If I 

perceived that I’m in a box, I would always attempt to be out of the box. Groningen, 07:26, 

Saturday, 11/3/2018 

3347. 音色と音形 

時刻は午後の三時半を迎えようとしている。早朝の小雨は午前中の早い段階で止み、今は空が晴

れており、穏やかな雰囲気が辺りを包んでいる。雨が止み、早朝の太陽の光がフローニンゲンを優

しく包んでいた様子を改めて思い出している。それを思い出していると、どこからか秋の祝福の歌が

聞こえてくるかのようである。 

早朝に作曲実践を行った際に、以前作った曲を聴きながら、内的感覚をデッサンすると面白いこと

に気づいた。曲を作った段階でもそれを聴きながらデッサンするようにしているのだが、当時に描い

たデッサンと今日のそれを比較してみると、色使いや形が随分と似ていることに気づいた。試しに、

さらに過去のデッサンを眺め返してみると、それらに関しても色使いや形が似ていることがわかった。
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どうやら一つの曲には、何か自分に共鳴する色や形というものが内在しており、それが似たようなデッ

サンを生み出しているように思えた。 

もちろん、完全にそれらが合致することは稀なのだが、とりわけ色に関しては非常に似たようなもの

になることはとても興味深い。「音色」と呼ばれるように、音には固有の色があり、一つの曲にはそれ

固有の色彩世界があるようだ。「音形」という日本語は存在しないと思うが、形に関しても、音はそれ

なりに固有のものを持っているのではないかと思われる。日々デッサンをノートに描き、それを改め

て眺めているとそのようなことを思った。 

午前中、計画通りに二冊の書籍を読み終えた。教育哲学に関する書籍を読みながら、こうした書籍

だけを頼りに教育哲学について考察を深めようとしていてはダメであり、現実世界に実際に生じて

いる教育上の問題を特定し、それと向き合う過程の中で思想を深めていくことが重要だと改めて思っ

た。本質的な思想というのは実践の産物なのだと思う。教育哲学の思想を深めていくというのは、教

育上の具体的な問題に取り組むという実践がなければならない。 

ここで述べている実践というのは、自分を引きつけてやまない問題を特定し、その解決に向けて考

えを巡らし、その考えを表明していくことを含む。すなわち、広義には思考することそのものも実践

に他ならないのだが、その際には思考対象を明確にし、なおかつその対象が自分を捉えてやまな

いものであるかがカギを握る。 

自分の実体験を遡り、教育上のどのような問題に取り組もうとしているのかをもう一度考えたいと思う。

現在の自分の関心の焦点は芸術教育であり、芸術教育上のどのような問題に取り組むのかという

焦点をより明確なものにしていきたい。 

今日は三冊目の書籍を読まないつもりであったが、夕方にも時間がありそうなので、

“Phenomenology & Existentialism: An Introduction (1984)”の初読を開始しようと思う。ここ最近は

旺盛な読書をするゆとりがあり、そのおかげで、未読の書籍の山が随分と小さくなった。まだ一読し

ていない書籍を全て読んだら、久しぶりに発達心理学の基礎的なテキストや、ジェームズ・マーク・

ボールドウィンの全集を読み返そうと思う。それがひと段落したら、以前に言及していた、フリードリヒ・

シラー、スザンヌ・ランガー、エリオット・アイスナー、マキシン・グリーンが執筆した芸術教育に関す
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る哲学書を15-20冊ほど注文したいと思う。この冬はそれらを読むことに時間を充てたい。フローニ

ンゲン：2018/11/2（金）14:58 

No.1376: Withered Leaves Like Ninjas 

Falling dry leaves look like ninjas. I’ll go for a walk to see their dance. Groningen, 14:35, 

Saturday, 11/3/2018

3348. 不安と自由：観察と量子・自己の振る舞い 

時刻は午後の六時に迫っており、辺りはほぼ闇に包まれた。今日は随分と読書がはかどり、結局本

日三冊目となる“Phenomenology & Existentialism: An Introduction (1984)”の初読を先ほど終えた。

フッサール、ハイデガー、サルトルの考えの中に、人間発達を考察する上でいくつか興味深いもの

があり、それらをノートにメモし、自分なりの考えを書き残しておいた。本書は想像以上に内容が充

実しており、今後も繰り返し読むことになるだろう。 

本書の中で一つ印象に残っているのは、キルケゴールが「不安」を人間存在にとって不可欠なもの

とみなし、なおかつそれを自由への扉だとみなしていたことだ。不安が私たちにとって不可避なこと

は体験上多くの人がそれとなく気づいているかもしれないが、それが自由を導くものであるという考

え方は興味深いだろう。実際にそれは、ここのところ自分が感じていることであった。何か不安が生

じる時、その不安は往々にして自分の中の囚われと密接に結びついている。 

そこで私はよく、不安の根源を辿っていくようなことをするが、それを行い、不安の根源らしきものに

気づけば気づくほど、少しずつ自己を縛るものからの解放を経験しているように思う。不安が生じる

ところには、常に自己の囚われがあり、その囚われの特定とそれからの解放が、私たちを自由へと

徐々に近づけていく。 

午前中、ふとしたきっかけで、量子物理学について調べていた。そこで、「観察という行為が量子の

振る舞いを変えてしまう」という実験結果を発見し、大きな感銘を受けた。私は量子物理学の門外

漢であるから詳しいことはわからないが、量子は観察されることによって振る舞いを変えるというのは、

量子にも意思があり、観察者と何らかのコミュニケーションをしているかのように思えた。その実験結
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果について少しばかり考えを巡らせてみると、改めて観察という行為の持つ意味、そして量子の性

質の奥深さを知った。量子が観察によって振る舞いを変えるという現象に関して、それでは量子を

私たちの自己に置き換えてみるとどのようなことが言えるだろうか？ということを考えていた。 

量子と自己との関係性について、私は一切の知識がないのだが、もしかすると、自己もまた、観察

されることによって振る舞いを自発的に変える存在ないのではないか、ということを考えていた。毎

日日記を書きながら絶えず自己を観察していると、観察する自己は観察される自己に影響を与え、

観察される自己は何やら振る舞いを変え、新たな自己に向かっていく運動を行っているように見え

る。 

私たちは常に差異化と統合化のプロセスの中にあるというのは発達の原理だが、ひょっとすると、自

己を観察するという行為がそのプロセスを促進するのではないか。自己は観察されることによって

振る舞いを変え、それがまさに差異化であり、その積み重ねがいつか統合化へと繋がっていくよう

なイメージが見えてくる。 

量子物理学の世界に対して関心が高まり始めている。もちろん、高度な数式を扱うことには関心は

ないが、量子物理学の理論的な側面については是非これから理解を深めていきたいと思う。フロー

ニンゲン：2018/11/2（金）18:09 

No.1377: Topological Reality 

If we alter the shape of time in some ways, is the nature of today the same as that of tomorrow? 

Groningen, 19:35, Saturday, 11/3/2018 

3349. 一連の夢 

今朝は五時前に起床し、五時半から一日の活動を開始した。目覚めた時刻はいつもより早かった

が、心身の状態が極めて良好だったので、そこで体を起こし、一日の活動を始めることにした。五

時前後に起床すると、その日一日がとても充実したものに感じることが多く、今日もそのような一日

になることを予感する。 
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早朝起床してみると、ヒーターをつけているおかげか、それほど寒さを感じなかったのだが、天気予

報によると今日は随分と冷え込むようだ。幸いにも一日を通して今日は快晴なのだが、深夜には気

温が0度になるようだ。秋が深まり、着実に冬に向かっていることを実感する。 

書斎の窓の外に広がる闇を見ながら、今朝方の夢について振り返っている。夢の中で私は、薄暗

い建物の中にいた。そこは広々としており、体育館のフロアのような場所だった。ただし、部屋全体

が薄暗く、体育館というよりも工場の跡地のような場所だったと言った方がいいかもしれない。いず

れにせよ、フロアには散髪台がいくつか設置されており、私は高校時代の友人の髪を切ることになっ

ていた。私の目の前の散髪台には友人が座っており、色々と話をしながら私は彼の髪を切っていっ

た。 

髪を切り終え、友人の髭を剃る準備をしていると、そこで友人と私が入れ替わり、友人が私の髭を剃っ

てくれることになった。私は友人が理容師免許を持っているのか定かではなく、髭剃りを手に持った

友人の技術を若干不安に思った。 

友人が私の顔にシェービングクリームを塗ろうとしたところで、夢の場面が変わった。次の夢の場面

の中で、私はアフリカ系の外国人の家族と交流をしていた。両親と小さな男の子とアパートの一室

で談笑をしている。その男の子は随分と私になついてくれ、一緒に遊びながら時間を過ごしてい

た。　 

その男の子の父親と私は面識がなかったのだが、どうやら私は、何か家庭用品の修理をするため

にここにやってきたようだった。修理するべき物を見せてもらうと、今持っている修理道具では足りな

いことがわかり、別途必要な道具を取りに戻るために、私は一つ上の階の自宅に戻ることにした。 

そこで私はコーヒーを入れ、それを男の子と両親に差し入れとして持って行こうと思った。なぜだか

私は、小さな鍋にコーヒーを入れ、それを持って再度下の階に降りた。部屋の扉をノックし、扉を開

けると、男の子の母親と目が合ったので、「コーヒーを持ってきたのですが飲みますか？」と鍋を持

ち上げる仕草をして述べた。するとその母親は、「ごめんなさい。うちの家族はコーヒーはあまり飲ま

ないの」と述べたので、コーヒーは全て自分で飲むことにした。 
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そこで再び夢の場面が変わった。そこでは再び、最初の夢の場面で見た工場の跡地の中に私は

いた。今度はその場の色が明るく、鬱蒼とした雰囲気はなかった。先ほど髪を切ろうとしていた友人

はそこにおらず、その代わりに、一つ前の夢の場面で出てきた男の子とその父親がそこにいた。 

私たちはその場所に置かれていたスタンディングテーブルを取り囲む形で話をしていた。私はその

父親に、自分が描いている一連のデッサンを見せた。それは色鉛筆で描かれた小さな絵の集積体

である。 

私は、三時間前に描いた絵、それに何かを付け足す形で二時間前に描いた絵、さらにはそこに新

たなものを付け足す形で一時間前に描いた絵を見せた。それら三つは異なる絵なのだが、全体と

して一つの絵になっていた。男の子の父親はその絵を見て、「とても面白い」と述べた。そこから私

は、何かが創造され、時間を空けて再び創造活動に従事すると、以前創ったものとは一つ次元の

異なるものが生まれることについて語り始めた。そして、創造物を寝かせることの意義についてその

父親に熱く語っていた。今朝方はそのような一連の夢を見ていた。フローニンゲン：2018/11/3（土）

06:03 

No.1378: The Tender Skin of the Universe 

I examined the nature of the universe in the early morning. I was meditating upon how I feel when 

I touch the skin of the universe. Groningen, 08:01, Sunday, 11/4/2018

3350. 夢の振り返りと昨夜の時間感覚 

時刻は午前六時を迎えた。今日は土曜日であるから、この時間帯はとりわけ静かであり、外の世界

の音は一切聞こえない。まだ鳥も鳴き声を上げておらず、生命の活動が始まるのはもう少し後のよう

だ。朝日さえ見えないため、全てがまだ休息の最中にあると言ってもいいかもしれない。そうした中、

私はゆっくりと今日の活動を開始した。今朝方に見た夢について先ほど振り返っていると、三つの

場面の場所と登場人物が組み合わさっている夢だったということに改めて気づいた。 

最初の夢の場面が最後の夢の場面と同様であり、二つ目の夢の場面で現れた人物が最後の夢の

場面でも出てきた。そういえば、最後の夢の場面の中で、私は自分の描いた絵を男の子の父親に
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説明した後、三人で工場内に置かれていたショーケースを見に移動したことを思い出した。そこに

は工業製品だけではなく、小さな人形も置かれていた。男の子はまだ小さかったため、私は彼を抱

きかかえ、ショーケースの上の方に置かれている人形を見せてあげた。男の子は目を輝かせながら、

そこに置かれている数々の人形をじっと見つめていた。そのような場面があったことを思い出す。 

とりわけ最後の夢の場面の中で自分が述べていたように、創造物を熟成させる期間というのは大切

であり、同時に創造に創造を重ねることの重要性を改めて感じている。今日も創造活動に従事し、

創造されたものを寝かせ、以前に創造されたものに新たなものを付け加えるような創造活動に従事

していく。 

書斎の窓の外に広がる闇の世界を眺めていると、昨夜の時間感覚について思い出した。昨夜、就

寝前に、柔らかく、黄緑色の時が流れていることを知覚した。 

一日が終わりに向かっていく最中に感じていた、あの時間感覚について再度思い出し、今の時間

感覚と比較をしてみた。今の時間感覚は、色も形もほとんどないような無色透明の時が流れている

ような感じがする。そうした時が流れているというよりもむしろ、「時がある」と述べた方が正確かもし

れない。一つの全体としての時がその場に佇んでいるような感覚に今の自分は包まれている。 

今日はこれから過去に作った曲を聴きながら、内的感覚を絵として表現し、その後、バッハの四声

のコラールに範を求めて作曲をする。作曲実践の際には、自分が脳のどのような部位を活用してい

るのかを意識してみる。つまり、脳のどのような部位が活性化されているのかを感覚的に把握してみ

るという実験を行う。 

作曲実践がひと段落したら、“The Logic of Education (1970)”の初読を行おうと思う。今日は本書を

読み終えたら、次の書籍に取り掛かるのではなく、現在協働執筆中の書籍の原稿のレビューを行

い、自分が担当しているコラムの執筆を行おうと思う。昨日原稿が届き、今日中にレビューとコラム

の執筆を終えたい。一日ほど文章を寝かせ、明後日に再度自分の執筆した文章を確認した後に、

原稿を協働執筆者の方に送る。幸いにも、本書は私が想定していたよりも早く出版されるようだ。来

年の一月のどこかで本書が世に送り出されることを今から楽しみにしている。フローニンゲン：2018/

11/3（土）06:19 
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No.1379: Peaceful Noon 

It’s noon now. Both outside and inside worlds are very peaceful. Groningen, 12:06, Sunday, 

11/4/2018

3351. 芸術世界のリアリティ 

時刻は午前十時を迎えた。今から二時間半ほど前に、モネの作品のような朝焼けが空に広がって

いたことを思い出す。 

穏やかな土曜日の早朝に、格別の美しさを持つ朝焼けを見たことから今日が始まった。今日は快

晴なのだが、外の気温は極めて低い。 

つい先ほど書斎の窓を開けて新鮮な空気を取り入れようとしたところ、冷たい空気が部屋に流れ込

んできた。今も窓は開けたままにしているが、もう少ししたら閉めようと思う。 

早朝に、バッハの四声のコラールに範を求めて作曲をした。その最中に、仮に自分が何かしらの箱

に入っていると知覚されたら、そこから超出していくことを常に心がけたいと思った。 

私たちを縛る見えない箱は、この現実世界に無数に存在しており、私たちは絶えず何かしらの箱の

中にいる。認識世界の拡張とは、既存の箱の認識とそこからの脱出を促すものなのだと思う。当然

ながら、私たちは再び別種の箱に入れられることになるが、そこでもまた自らの認識の力を用いて

その箱に気づいていくことが大切になる。今朝方に見えていた箱は、縁が濃い青色をしていたのを

思い出す。 

今日は五時前に起床したおかげもあってか、すでに二冊の書籍を読み通すことができた。一冊は

“The Logic of Education (1970)”という書籍であり、もう一冊は“The Shoes of Van Gogh: A Spiritual 

and Artistic Journey to the Ordinary (2016)”という書籍だ。前者の書籍に関しては、ピアジェやコー

ルバーグにも言及する形で、人間発達と教育を関連付けて論じている章をとりわけ丹念に読み進

めた。本章に関しては今後また読み返したいと思う。後者の書籍は、ゴッホの霊性的発達に以前関

心を持った時に購入したものだ。今日初めて本書を読んだが、本書の執筆者が神学や禅に精通し

ていることもあり、これまで読んできたゴッホの解説書とは随分と異なる印象を私に与えた。本書を
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読みながら、色々と自分の内側に込み上げてくるものがあった。本書を通じて、ゴッホ及び著者の

霊性と触れるような体験をし、それが静かな感動を呼んでいた。 

この冬は、再びゴッホの手紙を読み進めていきたいと思う。“Vincent van Gogh - The Letters: The 

Complete Illustrated and Annotated Edition (2009)”は、本当に何度も繰り返し読みたいと思う。ゴッ

ホの全ての手紙が、全六巻、2200ページにわたって4300ほどのイラストと共に収められているこの

全集は、これからも折を見て繰り返し向き合っていくことになるだろう。 

上記のゴッホの書籍の中で、哲学者かつ神学者のポール・ティリッヒが芸術に関して述べたことが

印象に残っている。ティリッヒが述べていたことは、私がここ最近思っていることと完全に合致してい

た。それは、芸術はその他の方法では到達できないリアリティを象徴する働きがある、というもので

ある。私たちは芸術作品の中で、それなしでは遭遇しえなかった世界と出会うことができる。 

絵画も音楽も、それなしでは出会うことのできない世界と私たちを引き合わせてくれるのだ。ゴッホ

の絵画もまさにそうであり、今書斎に流れているモーツァルトの音楽もそうだ。ここに芸術の大きな意

義を見出すことができないだろうか。フローニンゲン：2018/11/3（土）10:21 

No.1380: Omnipresent Peaceful Galaxies 

I could hear an evening bell that came from the center of the city. Now, I’m looking at the sunset 

whose brightness looks like galaxies. Groningen, 17:03, Sunday, 11/4/2018 

3352. 書籍の原稿の完成 

気付かぬうちに、時刻は午後の五時を過ぎていた。今この瞬間のフローニゲンの空は、美しい夕日

に包まれている。夕日が空に浮かぶ雲に反射し、幻想的な色を発している。それは夕方に見られる

オーロラだと形容していいだろう。 

つい先ほどまで、来年の一月に出版予定の書籍の原稿をレビューし、各章の合間合間に挿入する

コラムを執筆していた。ついに、本書の原稿が全て仕上がった。協働執筆者の方は本当に素晴ら

しい物語を書いてくれたように思う。最終章に関しては、解説的なコラムを入れることは物語の締め
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くくりを壊してしまうことにもなりかねないと判断し、最終章だけはコラムを一切挿入しないことにし

た。　 

一日の夕日は一つの固有の生命を持っており、一つの生命が今、この世での役割を全て全うしよう

としている。その輝きはとても美しい。雲が赤紫色に輝いている。 

今日は書籍の執筆の合間に、午後に一度散歩に出かけた。行きつけのチーズ屋に行き、ナッツ類

とチーズを購入した。その帰り道に、枯れ葉の舞う姿を見た。それはどこか忍者の舞いのようであり、

まるで生き物のように思われた。 

散歩からの帰り道、自分はオランダで四冊ほどの書籍を世に送り出すことになるとふと思った。一冊

は昨年に出版した書籍であり、残りの三冊は来年に出版される。それらはどれも共著か監訳書なの

だが、それでも自分が関与した書籍としてとても思い入れのあるものになるだろう。今年は共著で書

籍を執筆していく経験をし、今後もしばらくはどなたかと協働して書籍を世に送り出したいと思う。 

今の私は単著で書籍を執筆することに関心はなく、それよりも誰かと一緒に書籍を作っていくことに

関心がある。自分の日記に対して自分で解説を加えた単著を書くことには関心があったとしても、

そうした本の需要はないであろうから、書籍にはならないだろう。出版に関しては、今は誰かと協働

して書籍を執筆していくことに意義を見出している。無事に原稿のレビューが終わり、コラムの執筆

も終えたので、今日の残りの時間は作曲実践に充てたいと思う。すでに二曲作ったが、残りの時間

を考えると、二曲ほど曲を作る楽しみを味わえそうだ。今日もとても充実した一日だった。フローニン

ゲン：2018/11/3（土）17:31 

3353. 芸術が開示する固有のリアリティ 

今朝は五時前に起床し、五時半から一日の活動を開始した。ここ数日は五時前に起床することが

多くなっており、早起きが定着している。確かに気温は日ごとに低くなってきているが、部屋を暖か

くしているおかげか、部屋の中では寒さが気にならない。これからより一層寒さが厳しくなってくるが、

早寝早起きの習慣は今後も継続していこうと思う。五時前に起床して一日の活動を始めると、その

日の充実感が増す感覚になることを先日の日記の中で述べた。今日は日曜日であるが、普段と変

わらずに探究活動と創造活動に従事しようと思う。 
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この時間の静けさについてはあまり述べる必要がないかもしれないが、今はまだ外の世界は闇と静

寂さに包まれている。もう二時間ほどしたら夜が明けるだろう。夜明けがやってくる前に、いくつかの

活動に従事したいと思う。まずは早朝の作曲実践を行う。 

いつものようにバッハの四声のコラールに範を求めて作曲する。昨日は一日の最後にモーツァルト

に範を求めて作曲しようと思ったが、その他に優先することがあったため、モーツァルを参考にして

曲を作ることができなかった。今日は午後に作曲する際には、モーツァルトの変奏曲を参考にしよう

と思う。 

昨日は書籍を読みながら、ポール・ティリッヒが述べる芸術の価値について共感することがあった。

その点については昨日の日記に書き留めているのだが、改めてそれに考えを巡らせている。 

芸術作品の鑑賞や芸術の創造によってしか獲得されえないリアリティの認識が存在しているという

こと。それは自分の体験から述べても全くもって正しいように思う。絵画や音楽などを含め、芸術と

深く関与する前の自分のリアリティの認識と、今のそれとを比べてみると、両者の間には随分と差が

あるように思う。 

芸術を通じて、私たちがそれを通じなければ見えないリアリティが認識できるようになるというのは大

きなことだと思う。多様なリアリティを認識することは、私たち自身を深め、私たちの人生を深めてく

れる。芸術の価値の一つにこの点を認めることができるのであれば、そこに芸術教育の価値がある

ように思えてくる。芸術教育の一つの価値は、科学やその他の領域を通じては開示されないリアリ

ティを私たちに認識させてくれることによって、自己及び人生を広く深くしてくれることにあるのでは

ないだろうか。そのようなことを改めて考えていた。 

時刻は午前六時に近づきつつある。早朝の作曲実践を終えたら、今日はボストンの古書店で購入

した“Standardized Minds: The High Price of America’s Testing Culture and What We Can Do to 

Change It (1999)”と“Frames of Mind: The Theory of Multiple Intelligences (1983)”の二冊を読み

たいと思う。それら二冊の書籍を読了すれば、未読の書籍は全てなくなる。明日以降は、読みたい

と思う書籍をその日の直感に任せて読み進めていくことにする。読みたい書籍の読みたい箇所を
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読み進めていくことによって、認識世界を豊かにしていこうと思う。フローニンゲン：2018/11/4（日）

05:43 

No.1381: A Ray of Ascending Light  

The sun set, and a dark night came with a ray of ascending inner light. I’ll finish my today’s 

activities in a little while. Groningen, 20:44, Sunday, 11/4/2018

3354. 夢の中の⾝体の重⼼ 

昨夜の就寝前に、何らかの方法で時間の形を変容させると、今日と明日の性質は同様のものにな

るのか否かを考えていた。そもそも時間に形があるのか不明だが、時間の流れ方に質的差異を感

じている時に、形状の差もあるように感じていたことからそのようなことを考えていた。 

つい先ほど、観測可能な宇宙の大きさについて調べていた。宇宙の広大さに息を飲み、自分の認

識世界が一気に拡張していくかのような不思議な感覚があった。 

午前六時半を迎えようとしている今、辺りは闇に包まれたままである。しかし、闇に包まれた空の先

には無数の星が存在していることを思うと、真っ暗な空が光の集合体に思えてくる。 

今夜、仮に星を眺めることができたら、その星の光が自分に届けられたことの奇跡を考えてみようと

思う。星から自分までの距離を考えると、その光は遥か何億光年も前に発せられていた可能性があ

り、その瞬間に自分が見ている光は遥か昔に発せられたものであることを思うと、とても神妙な気持

ちになる。宇宙については、今後も自分なりに学習を進めていこうと思う。内面宇宙と外面宇宙の双

方に関する理解をゆっくりと育んでいく。 

起床してすでに一時間ほど経ったが、今朝方の夢についてふと思い出した。夢の中で私は、実際

に通っていた中学校のグラウンドにいて、友人たちとサッカーをして楽しんでいた。だがそれは、試

合形式の遊びではなく、シュート練習を行う形でなされる遊びであった。最初は私の体がうまく動か

ず、転がったボールに追いついて行くまでの足取りがとても遅かった。 
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以前の日記で書き留めていたように、夢の中の私の身体の重心は上に上がっており、地に足があ

まり着いていない感覚があり、それが転がったボールに追いつくことを難しくしているようだった。し

ばらくすると、徐々に地に足が着くようになり、そこからはシュートを打つたびに連続してゴールに入

るようになった。ゴールキーパーを務める友人をあざ笑うようなシュートを何本も決めた後、今度は

私がセンタリングを上げ、ゴール前にいる何人かの友人がそれに合わせるという遊びを行い始めた。

するとそこで夢の場面が巻き戻され、私は小学校時代に所属していたサッカーチームの監督とその

息子である友人の家にいた。 

私たち三人は物置のような場所の中にいて、そこでリフティングの練習をしていた。監督自身はサッ

カー経験がほとんどないのだが、リフティングが思いの外うまいことに私は少々驚いた。「今度のリフ

ティング検定では、いいところまで行けるのではないでしょうか？」と私が監督に述べると、監督は少々

照れ笑いを浮かべながら「そうかもしれない」と述べた。だが、リフティングをしながら100mを歩ける

子供が随分と増えきていることを考えると、仮に監督がそれをできたとしても、それは多くの子供た

ちができることの中に埋もれてしまうとも思った。 

そのような夢を今朝方見ていたことを思い出した。夢の中の私の身体の重心は上に上がっており、

以前述べたように、できるだけ重心を低くしたいと思っていたのだが、夢の自分の身体を操作するこ

とは難しかった。しかし、サッカーをする遊びが進行していくに従って、徐々に地に足の着いた感覚

が生まれていたことは興味深い。夢の中の身体の重心の上がり下がりについては、今後も観察と考

察を続けていきたい。フローニンゲン：2018/11/4（日）06:50 

No.1382: Morning Devotions 

A new day silently began. Praying to and for something, I’ll engage in today’s activities. 

Groningen, 08:01, Monday, 11/5/2018 

3355. 夕方に思い出す今朝方の夢 

時刻は午後の三時半を迎えた。ここ数日間と同様に、今日も天気が良く、今は西日が書斎に差し

込んでいる。 
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午前中に、米国の標準化テストの問題について詳細に論じている“Standardized Minds: The High 

Price of America’s Testing Culture and What We Can Do to Change It (1999)”を読み、午後にハ

ワード・ガードナーの“Frames of Mind: The Theory of Multiple Intelligences (1983)”を読んだ。後

者については、音楽的な知性に関する箇所を時間を空けて再読しようと思う。 

今日はこれから、モーツァルトに範を求めて作曲実践を行う。読書と作曲を往復することは、自分に

とってとても良い活動リズムを生み出してくれることを感じる。読書ばかりをしていると、活字空間の

中に閉じ込められている感覚がするが、そこに作曲実践を取り入れると、活字空間から自己が解放

されるような感覚がする。 

本日をもって、書斎の机の上に積まれていた未読の書籍の山がなくなった。明日からは、その日に

読みたいと思う書籍を本棚から取り出し、それを気の済むまで読んでいく。読書にノルマを設けるよ

うなことは一切せず、読みたいものを読みたいだけ読むということを心がける。読まなければならな

い本などこの世には存在しておらず、読みたい本だけを読んでいくようにする。 

知識の吸収にせよ、自分の思考を深めることにせよ、決してそれは強制的な読書を通じてなされる

のではなく、自発的な読書を通じてなされるはずだ。明日からどのような本を毎日読んでいくかは

自分でも楽しみだ。 

時刻はもう夕方に近づいているのだが、今朝方に見ていた夢の一部を思い出した。早朝に日記に

書き留めていた夢以外にも、そういえば、ジョン・エフ・ケネディ大学（JFKU）の統合心理学プログラ

ムのディレクターを務めていたヴァニース・ソリマー教授と話をしている場面があったことを思い出し

た。ソリマー教授は、JFKUで私が最もお世話になっていた教授の一人である。夢の中で私は、ソリ

マー教授に推薦状を書いてもらうお願いをしていた。 

どうやら夢の中でも、現実世界と同じように、JFKUの修士課程を終えて、さらに別の大学院の出願

を考えているようだった。ソリマー教授は、推薦状の執筆に快諾をしてくださり、どのようなことを書い

て欲しいのかをリストアップするように私に述べた。その場で会話をしながら、推薦状に盛り込んで

欲しい項目を列挙していくようなことを行っていたのを覚えている。夢というのは不思議なもので、起

床してすぐに忘れてしまう夢もあれば、このように、起床してから随分と時間が経っても覚えていら
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れる夢もある。自分が毎日自分であると実感することができるのは、私たちが永続する夢を見ている

からなのだろうか。フローニンゲン：2018/11/4（日）15:46 

No.1383: Warmth of Life Force 

Although the outside temperature is low, I’m feeling the warmth of life force. Groningen, 11:39, 

Monday, 11/5/2018 

3356. 脳と外面宇宙への関心 

日曜日が緩やかに終わりに向かっている。明日からは新しい週を迎える。 

夕方、街の中心部の教会の鐘の音が自宅まで聞こえてきた。鐘の音に耳を傾けていると、どこか心

が安らいだ。そうした気持ちのまま、沈みゆく夕日を眺めていた。それは、銀河の輝きのような夕日

だった。 

時刻は午後八時に近づき、いまはもう辺りはすっかりと闇に包まれている。これから深夜にかけて気

温が下がるであろうから、ヒーターを再びつけ、部屋を暖かくすることにした。 

先ほど書斎の本棚を眺め、マーヴィン・ミンスキーの“The Society of Mind (1985)”という書籍を手に

取った。中身をパラパラと眺めてみると、以前読んだ時には気づかなかったような興味深い事柄が

いくつも存在していることに気づいた。そこからしばらく本書を読み進めていた。明日もこの書籍を

読み進めていこと思う。その際には、内容の面白さを考慮すると、丁寧に読み進めていきたい。 

本書の冒頭を読んでいると、本書はミンスキーの人柄が強く滲み出ていると感じさせられた。ミンス

キーは人工知能の世界では非常に有名な研究者であり、そのような一流の研究者が執筆した書籍

は難解なものが多い傾向にあるが、本書は実に読みやすい。ここにミンスキーの親切心のようなも

のを見て取ることができる。本書に合わせて、書斎の別の本棚を眺めると、脳神経科学に関する専

門書の背表紙が気になった。その書籍はジョン・エフ・ケネディ大学に在籍していた際に、「脳神経

哲学（neurophilosophy）」という講義を受講していた時に購入したものである。それはかれこれ六年

前のことになる。明日は、久しぶりに本書を読み返そうと思う。確かに私が専門としているのは、目

には見えない主観的な意識現象と知性だが、それでも物理的な脳にも関心がないわけではない。 
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意識や知性について日々探究をするというのは、内面宇宙に関する探究をしているのと同じである

が、今日は物理的な外面宇宙への関心が高まり、いろいろと文献を探していた。その中でも、ケン

ブリッジ大学出版から出版されている“The Cosmos: Astronomy in the New Millennium”という書籍

は、オールカラーであり、文献リストを含め、内容がとても充実していると思った。 

アメリカのアマゾンよりもイギリスのアマゾンで購入する方が安く、さらに調べてみると、ドイツのアマ

ゾンで購入する方が安いことがわかった。そして嬉しいことに、ちょうど来年の一月末に改訂版が出

版されるとのことなので、もうしばらく待ち、来年になったら本書をドイツのアマゾンから購入しようと

思う。特に、ダークマターとダークエネルギーの性質と、ブラックホールについて関心があり、それら

の項目についても本書に解説があるようなので、本書を読むことが今から楽しみだ。明日も本日と

同様に、探究活動と創造活動を充実した形で進めていこうと思う。フローニンゲン：2018/11/4（日）

20:04 

No.1384: Darkness as a Close Friend 

Looking at the outside from the window of my study, it became dark before I knew it. Darkness is 

my close friend. Groningen, 17:36, Monday, 11/5/2018 

3357. 三つの世界を行き来して 

今朝は五時半過ぎに起床した。昨夜はいつもより少し早く就寝し、今朝方起床してみると、自分の

内側に気力が静かに満ち溢れていることに気づいた。 

今日から新しい週が始まった。今週もまた、自分の探究活動と創造活動を着実に前に進めていこう

と思う。本日からは、その日に読みたいと思う書籍を本棚から引っ張り出し、それらを読んでいこうと

思う。とはいえ、前日に読みたいと思っていた書籍が今日も読みたいと思うのであれば、その続きを

読んでいくことを許容する。まさに今日はそのような形で読書を進めていくことになるだろう。という

のも今日は、昨日本棚から引っ張り出してきた、“The Society of Mind (1985)”と“The Neuroscience 

of Psychotherapy: Healing the Social Brain (2002)”を読み進めていこうと思っているからだ。前者

は人工知能の研究で多大な功績を残したマーヴィン・ミンスキーが執筆したものであり、後者はタイ

トルが示すように、脳神経科学とサイコセラピーに関する内容となっている。二つはどちらも扱って
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いるテーマが異なっているように思えるが、脳と心に関する点においては重なっており、人間を主

題としているという点においては究極的に合致している。 

それら二冊の書籍を読んだ後に何を読むかは、その時になって決めようと思う。おそらく発達心理

学関連の書籍になるか、物理学者が執筆した何らかの書籍になることを予感する。そうした読書に

並行する形で、今日も作曲実践を旺盛に行っていく。早朝はバッハに範を求め、午後からの作曲

ではテレマンに範を求めようと思う。時間的に余裕があれば、昼食前に一度ハイドンの変奏曲を参

考に曲を作る。そして夕食後に、本日最後の作曲実践を行うことを予定している。 

数日前の日記で書き留めていたように、芸術は、それなしでは知覚することのできないリアリティを

私たちに開示してくれる。本日の作曲実践を通じて、その実践なしでは涵養できない世界認識方

法を育んでいく。作曲実践を十分に行い、合わせて音楽理論や作曲理論に関する書籍を眺めるよ

うに読んでいくことを行いたい。ウォルター・ピストンが執筆した、ハーモニーに関する書籍の具体

例を眺め、興味を引くものがあれば、その具体例に付された解説を読む。そのような形で作曲理論

に関する書籍と付き合っていく。 

今日は質の高い睡眠を取ることができたため、心身の状態が極めて良好であるが、仮に読書を行っ

ている中で活字世界にこれ以上留まれないとわかったら、ソファの上に積み重ねられている何かし

らの画集を取り出し、絵画世界の中に入っていくようにする。自分を支えてくれるのは、活字世界の

みならず、絵画世界や音楽世界であることを忘れないようにする。そうした複数の世界を行き来しな

がら、今日一日を充実したものにしていきたいと思う。フローニンゲン：2018/11/5（月）06:37 

No.1385: A Windless Zone 

I saw an exquisite glow in the morning sky. It is almost windless in Groningen today. Groningen, 

08:21, Tuesday, 11/6/2018 

3358. 記憶の連鎖 

つい今しがた、過去に作った曲を聴きながら、内側に生じる感覚を絵に描いていた。すると、今年

の春に訪れたブダペストの街並みに関する記憶が蘇ってきた。あの旅は、リストやバルトークの人生

© YOHEI KATO 2018 !28



を辿る旅でもあり、二人の作曲家の博物館を訪れたことをふと思い出した。そして、その帰りに歩い

たブダペストの街並みが自然と想起されたのである。 

このところ、欧州で生活を始めてから訪れた様々な都市の街並みに関する記憶が蘇ってくることが

ある。数日前は、ワルシャワの街並みに関する記憶が蘇っていた。あのなんとも言えない寂しげな

感覚を引き起こすワルシャワの光景が、今も自分の脳裏に強く焼きついている。 

一昨日、行きつけのチーズ屋に立ち寄った帰りに、不動産屋の前を通りかかった。ここは今の自分

の住宅を管理している不動産屋である。私は不動産屋の前で足を止め、不動産屋の窓ガラスに表

示されていた様々な物件の情報を眺めていた。フローニンゲンの物件の価格はそれほど高くない

ことがわかった。そこから、アムステルダム郊外の物件の価格はどれほどなのだろうかと考えた。 

今から何年かした後に再びオランダに戻ってきたら、アムステルダム郊外の家を購入するのも悪く

ないかもしれないと思った。以前、かかりつけの美容師であったロダニムから、オランダの不動産事

情について色々と教えてもらい、それは日本と幾分異なっていることがわかった。生活拠点の候補

を探すことだけではなく、各国の不動産事情についても知るように努めようと思う。 

そういえば、今朝方も何かしらの夢を見ていたことをふと思い出した。一つ覚えている場面は、投資

に関するものである。夢の中で私は、母から少額の金額を預かり、それを運用していた。運用先の

会社の経営がうまくいかず、その会社は事業譲渡を選択し、それによって投資対象物の価値がか

なり下がってしまった。 

その会社の経営難はニュースで取り上げられるほどであり、母もそのニュースを見て随分と動揺し

ているようだった。一方、私は一切動揺することなく、すぐさま投資戦略を見直し、ポートフォリオの

組み替えを行った。投資対象物の価値が毀損した時に損切りをする手も当然あったが、私はその

事業の将来性を再度精査した上で、損切りを選択することをしなかった。というよりもむしろ、その価

格まで価値が下がることは当初に描いていたシナリオの中にあったため、最初からそこで損切りを

することなど考えていなかったと言った方が正確である。投資に関するそのような夢を見ていたこと

を起床してしばらく経った今思い出した。フローニンゲン：2018/11/5（月）07:20 
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No.1386: A Safe Hideout 

It is noon now. The atmosphere that feels like I’m in a safe hideout is embracing Groningen. 

Groningen, 12:01, Tuesday, 11/6/2018 

3359. 時間の形 

時刻は午後の三時半を迎えようとしている。今日はここ数日と異なり、一日中薄い雲が空を覆って

いる。寒空の下を人々が自転車を漕ぎながら移動している。一日の始まりと共に、何かに対して祈り

を捧げるかのように本日の活動を開始したのを思い出す。一つ一つ自分の取り組みを深めていると

いう実感と共に日々が過ぎていく。 

午前中にマーヴィン・ミンスキーの書籍を読み終え、つい先ほど、脳神経科学に関する書籍を読み

終えた。どちらも今後も折を見て読み返すことになるだろう。後者の書籍を読んでいると、ジョン・エ

フ・ケネディ大学時代に履修したコースのおかげで、脳科学についての基礎的な知識が獲得され

ていると思った一方で、いくつか目新しい概念があったのは興味深かった。脳に関しての研究をす

ることはないと思うが、脳に関する研究成果については、今後も論文や書籍を通じて学習を継続し

て行こうと思う。 

空間に形があり、時間と空間が不可分のものなら、やはり時間にも形があるのではないだろうか？と

いうことを考えていた。これは昨日にも浮かんだ考えであり、どうも時間にも固有の形があるように思

えてくる。時間が長く感じられたり、短く感じられたりするときに、その感覚は身体空間的なものであ

るのと同時に、それは時間が持つ固有の形に対して生じているものであるように思う。 

音楽は時間に埋め込まれたものであるとよく言われるが、自分の曲を聴きながら、その曲が喚起す

る感覚をデッサンしていくと、どうやら曲が固有に持つ時間には固有の形があるのではないかと思

えてくる。毎回のデッサンで表現されるものが異なるのは、それは曲が固有に喚起する感覚が異な

るからであり、同時にそれはその曲と不可分である固有な時間が固有の形を持っているからなので

はないだろうか。そのようなことを考えていた。 
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これからテレマンの曲に範を求めて作曲を行うが、その際には曲に埋め込まれた時間が持つ固有

の形に意識を当ててみようと思う。作曲実践を通じて自分の考えを検証していき、時間の性質を扱っ

ている物理学の書籍を読んだり、物理学者の友人に話を聞いてみることも今後行っていく。 

作曲実践が終われば、そこからは本棚に置かれている書物の中で、その時の自分が読みたいと思

うものを引っ張り出し、それを読み進めていく。古書店で書籍を吟味する時のように、本棚の前で立

ちながら、あるいはその場にしゃがみこんであれこれと書籍を読んでいく。 

古書店で書籍を吟味していると、あっという間に時間が過ぎ去っていくのは、もしかするとその時に

は読みたいと思う書籍の読みたいと思う箇所を集中して読んでいるからなのではないかと思う。今

日からしばらくは、そのように書籍を読んでいこうと思う。その日の自分が最も読みたいと思うものだ

けを集中して読み進めていく。未読の書籍が全てなくなったので、今夜にでもイギリスやドイツのア

マゾンを経由して、芸術教育の哲学に関する書籍を15-20冊ほど購入したい。フローニンゲン：

2018/11/5（月）15:41 

No.1387: The Evening Glow for Tomorrow 

I’m seeing an exquisite sunset right now. It makes me believe a hopeful tomorrow. Groningen, 

17:41, Tuesday, 11/6/2018 

3360. サトルの三階層・コーザルの二階層 

時刻は午後の八時半を迎えようとしている。今日の読書はこの辺りで終わりにしようと思う。 

今日は一日を通して気温が低かったが、どこか生命力のぬくもりを感じさせてくれるような一日であっ

たように思う。秋の終わりにそうしたことを感じられるのは、これからやってくる厳しい冬を思うと心強

い。外側の世界がいかに寒かろうが、自分の生命力のみならず、この世界に遍満している生命力

のぬくもりを感じられることは自分にとっての大きな支えになるだろう。もう一つ、自分にとっての支え

になるであろうことは、今目の前に広がっている闇である。 

夕方まで作曲に没頭しており、ふと顔を見上げると、窓の外の世界がいつの間にやら闇に変わって

いた。その闇を見ながら、闇はもう自分にとっての友になったのだと思った。上記の感覚と合わせて、
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この感覚さえあれば、暗く寒い冬と調和をなして生活を営むことができるだろう。そうした希望が今

の自分の内側にある。 

夕方に参考にしていたのはテレマンの曲だ。テレマンの曲が持つメロディーにまた魅せられた。こう

した魅力が一体どこにあるのかを探っていく必要がある。それは楽曲の構造的な分析という意味に

おいては、外側の探究アプローチである。そこにはもちろんながら、楽曲の色や形に関する分析も

含まれる。一方で、テレマンの曲の何に自分が共鳴しているのかを探るという、内側の探究アプロー

チを採用することも忘れてはならない。多くの人が犯しがちな過ちは、外側のアプローチだけを採

用するか、はたまた内側のアプローチだけを採用することである。そうした還元主義的なアプローチ

を採用しないように気を付ける。 

曲と向き合う際にも、常に内外のアプローチを活用することが重要である。そのためには、外側から

楽曲を分析していくための知識と、内側から楽曲を探究していくための開かれた感覚が必要になる

だろう。 

今日は結局、バッハの曲を二曲参考にし、テレマンの曲を一曲だけ参考にすることに留まったため、

明日はハイドンやモーツァルトの曲を参考にしようと思う。 

夕食後から今の時間まで、再び読書を行っていた。先ほど読んでいたのは、ケン・ウィルバーの最

新刊である“The Religion of Tomorrow (2017)”という書籍だ。本書は発売後比較的すぐに購入し、

すでに一読をしている。本書は、ウィルバーの代表作SESに匹敵するぐらいの分量を持つ（800ペー

ジ）。 

今日はとりわけ、意識の状態に関する箇所を中心に読み返していた。その中で、以前私が日記の

中で書き留めていたことに関係する事柄を見つけた。以前の日記の中で、どうやらサトルの意識状

態には階層があるのではないかということを、自らの直接体験を通じて考えていた。初読の時には

完全に読み飛ばしていたのだが、ウィルバーはまさに、サトルの意識状態には三つの階層があるこ

とを本書で述べている。 

その解説を読むと、私が時折体験する、薄白い光や万華鏡のように千変万化するシンボルが知覚

される現象は、サトルの意識状態で体験される現象ではないことがわかった。ウィルバーは、コーザ
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ルの意識状態については二つの階層に分類しており、どうやら自分が体験していたそれらの現象

は、高次のコーザル状態で知覚されるものらしい。意識状態の分類はなかなか難しいものだと改め

て思わされる。本書にはその他にもいくつか気になる箇所があるため、明日もまた本書を再読して

いこうと思う。フローニンゲン：2018/11/5（月）20:49
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